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令和元年度
全国統一防火標語
「ひとつずつ
　 いいね！で確認
　　　 　火の用心」

消防庁舎を開放しました！！消防庁舎を開放しました！！

　
平
成
31
年
３
月
２
日
（
土
）
に
、
筑

紫
野
太
宰
府
消
防
本
部
筑
紫
野
消
防
署

に
て
、
「
消
防
の
広
場
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
今
回
の
「
消
防
の
広
場
」
は
、
平
成

31
年
春
季
火
災
予
防
運
動
に
伴
い
実
施

す
る
も
の
で
、
本
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

「
市
民
の
皆
様
に
開
か
れ
た
庁
舎
」
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
、
火
災
予
防
思
想
の
普

及
啓
発
、
防
火
意
識
の
高
揚
及
び
庁
舎

を
開
放
し
て
消
防
の
業
務
を
理
解
し
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
上
記
の
４
コ
ー
ナ
ー
以
外

に
、
車
両
展
示
、
ロ
ー
プ
渡
過
体
験
、

避
難
器
具
体
験
、
煙
中
体
験
、
防
火
衣

着
装
体
験
、
住
宅
防
火
相
談
兼
１
１
９

体
験
装
置
な
ど
の
ブ
ー
ス
を
設
け
ま
し

た
。
特
に
、
は
し
ご
車
搭
乗
体
験
で

は
、
寒
空
の
中
、
先
着
30
組
の
整
理
券

を
求
め
て
、
長
蛇
の
列
が
出
来
て
い
ま

し
た
。

　
当
日
は
、
お
子
様
か
ら
大
人
の
方
ま

で
、
約
１
，
５
０
０
人
の
幅
広
い
年
齢

層
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
「
楽
し
か
っ

た
の
で
、
ま
た
是
非
参
加
し
た

い
。
」
、
「
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
」
な
ど
の
声
を
多
数
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
消
防
と
し
て

も
、
消
防
の
業
務
を
理
解
し
て
い
た
だ

く
と
同
時
に
、
市
民
の
皆
様
と
触
れ
合

え
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　 消
防
の
広
場
開
催
!!

と
　
か

え
ん
ち
ゅ
う
た
い
け
ん

と
う
じ
ょ
う

はしご車搭乗体験コーナー 消火器体験コーナー

燃焼実験コーナー 救急救命コーナー



◎◎
◎◎

◎

命
を
守
る
備
え
を
し
ま
し
ょ
う

サ
イ
レ
ン
吹
鳴
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

風
水
害
か
ら
避
難
す
る
と
き
の
ポ
イ
ン
ト

①
危
険
と
判
断
し
た
ら
す
ぐ
に
避
難
を
す
る

②
避
難
勧
告
や
指
示
が
な
く
て
も
自
主
的
に
早
め
に
避
難
を
す
る

③
夜
の
移
動
は
危
険
な
の
で
早
め
に
避
難
す
る

④
車
よ
り
で
き
る
だ
け
歩
い
て
避
難
す
る

⑤
外
に
避
難
で
き
な
い
と
き
は
、屋
内
の
２
階
以
上
の
階
か
つ
斜
面

か
ら
遠
い
部
屋
へ
避
難
す
る

⑥
雨
が
や
ん
で
も
、す
ぐ
さ
ま
安
全
だ
と
油
断
し
な
い

⑦
災
害
を
自
分
だ
け
の
問
題
と
考
え
な
い
で
、個
人
の
危
険
を
地

域
の
危
険
と
し
て
、隣
近
所
に
声
を
か
け
あ
い
、み
ん
な
で
避
難

す
る

⑧
周
囲
に
い
る
人
と
声
を
か
け
あ
い
、顔
を
確
か
め
合
い
な
が
ら一

緒
に
行
動
す
る

筑
紫
野・太
宰
府
両
市
役
所
に
配
置
し
て
い
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
に
は
、土
砂
災
害
危
険
箇
所
等
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す

★ 

災
害
時
に
消
防
サ
イ
レ
ン
が
吹
鳴
さ
れ
ま
す

　

消
防
サ
イ
レ
ン
は
、
火
災
等
の
災
害
発
生
時
、
市

民
に
知
ら
せ
る
と
と
も
に
消
防
職
員
や
消
防
団
員
を

召
集
す
る
目
的
の
情
報

伝
達
手
段
で
す
。

　

他
に
も
終
戦
記
念
日

等
の
各
種
記
念
日
に
も

吹
鳴
さ
れ
ま
す
。

★ 

サ
イ
レ
ン
吹
鳴
装
置
の
設
置
場
所
は・・・

　

消
防
団
召
集
対
象
地
域
に
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す

の
で
、サ
イ
レ
ン
が
吹
鳴
し
た
場
合
は
、近
隣
で
火
災
等

が
発
生
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

　

設
置
場
所
は
筑
紫
野
市・太
宰
府
市
の
市
役
所
、消
防

団
車
庫
、コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
等
、両
市
計
１
８
箇
所
に

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

★ 

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
・
・
・

　

こ
の
た
め
、昼
夜
を
問
わ
ず
緊
急
走
行
時
の
サ
イ
レ
ン

音
や
災
害
時
の
消
防
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
に
対
し
付
近
の
皆

さ
ま
の
ご
理
解
と
、迅
速
に
通
行
す
る

た
め
に
円
滑
な
緊
急
走
行
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

平
成
30
年
７
月
豪
雨・・・昨
年
の
豪
雨
で
は
、７
月
６
日
17
時
10

分
に
福
岡
、佐
賀
、長
崎
の
３
県
で
大
雨
特
別
警
報
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
豪
雨
で
、当
管
内
で
も
、浸
水
害
や
土
砂
災
害
が
至
る
と
こ

ろ
で
発
生
し
、１
名
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

　

普
段
か
ら
家
族
や
地
域
の
方
々
と
災
害
に
備
え
て
準
備
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

非
常
用
持
出
袋
の
準
備

情報を注視しましょう
・天気予報・気象警報
・気象情報・避難情報
・土砂災害警戒情報
・河川の水位の状況

★ 

緊
急
自
動
車
と
は
・
・
・

　

消
防
自
動
車
や
救
急
自
動
車
は
、
道
路
交
通
法
で

は
「
緊
急
自
動
車
」
と
し
て
、
一
般
の
車
両
よ
り
も

優
先
し
て
走
行
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

★ 

緊
急
走
行
す
る
た
め
に
・
・
・

　

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
赤
色
灯
を
点
灯
し
て
緊

急
走
行
す
る
よ
う
に
、法
令
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
消
防
災
害
情
報
メ
ー
ル
」が
更
新
さ
れ
ま
し
た

　

筑
紫
野
太
宰
府
消
防
本
部
管
内
（
筑
紫
野
市
・
太
宰
府

市
）
で
発
生
し
た
火
災
等
の
災
害
に
消
防
車
両
が
出
動

し
た
情
報
を
、
登
録
者
を
対
象
に
電
子
メ
ー
ル
で
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
し
た
が
、
シ
ス
テ
ム
の
更
新
に
伴
い
現
行
の

「
災
害
情
報
発
信
サ
ー
ビ
ス
」
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

は
、
新
し
い
「
消
防
災
害
情
報
メ
ー
ル
」
に
自
動
的
に
移

行
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
再
度
、
登
録
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

現
行
の
「
災
害
情
報
発
信
サ
ー
ビ
ス
」
の

メ
ー
ル
配
信
に
つ
い
て
は
平
成
31
年

２
月
５
日
を
持
っ
て
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

ＱＲコードか
らもアクセス
できます

筑紫野太宰府消防 検索

消防本部のホームページから下のバナーをクリック

配信登録方法の手順に従って登録してください

筑紫野太宰府消防本部
消防災害情報メール

⬅︎
▼

▼

☆「消防災害情報メール」お問い合わせ☆　筑紫野太宰府消防本部　指令課　092-922-5164

水難事故に注意！水難事故に注意！
　これからの季節は、海水浴、川遊び、バーベキューなど水辺でのレ
ジャーの機会が増え、それに伴い水難事故も増加してきます。
　事故防止のポイントを押さえて、事故を未然に防ぐことが大切です。

●水難事故の発生場所
「海」、「川」、「用水路」
他にも・・・

「自宅のふろ」
こどもなら、

「水深１０cm程度の水辺」
　　　でも事故は起こっています！

●水難事故防止のポイント
・危険な場所には近づかない
・体調不良、飲酒時は泳がない
・こどもから目を離さない

※　水難事故の場所や理由は様々ですが、
共通して言えることは、事故に遭った約
半数の人が亡くなっていることです。

～ もしも、水難事故に遭遇したら ～

① 助けを呼ぶ
　溺れている人から目を離さず、大声で周りに知らせる。
一人で助けようとしてはいけません。協力してくれる人を探しましょう。

② １１９番通報
　一刻も早く１１９番通報を行います。通報時に、
携帯電話のＧＰＳ機能をＯＮにすることで、おおま
かな場所を特定できます。

③ 浮きそうな物を投げ入れるか
　 長い棒を使う
　溺れている人はパニック状態であるため、泳いで助けに入る
と、つかまれて一緒に溺れてしまいます。
　そのため「陸」から、近くにあるペットボトルやクーラーボック
スなどの浮く物を投げ入れるか、釣竿や枝などの長い棒を差し出
して、つかまらせ落ち着かせます。それから岸まで引きあげること
を考えましょう。難しい場合は、無理せず救助を待ちましょう！

できる限り、

「陸」
から助ける方
法を考えよう！！

早めに始めよう！
熱中症予防

熱中症とは？　　　　

● 症状としては

　高温多湿な環境に、私たちの身体が適応できないことで生じ
るさまざまな症状の総称です。

・めまい　・顔のほてり　・立ちくらみ　・体温が高い
・筋肉痛や筋肉のけいれん　・体のだるさや吐き気
・大量の発汗もしくは全く汗をかいていない　　など

さらに、自分で水分補給ができない、意識がな
い、けいれんしている、などの緊急を要する症
状の場合は迷わず救急車を！！

熱中症予防の３ポイント 

① 暑さに負けない体づくりをする
　日頃から適度に運動を行い、栄養バランスの良い食事を
摂って、体力づくりをしましょう！

② 高温多湿・直射日光を避ける
　屋内ではエアコンや扇風機などを上手に活用して温度、湿
度を調整し、屋外では服装を工夫して直射日光をできる限り避け
ましょう！

③ 水分補給はこまめに
　屋内でも屋外でも、のどが渇いたときには
すでに脱水症状がでています。のどの渇きを
感じる前から、計画的に水分補給をしましょう！

#７１１９ 知っていま
すか？ 

「#７１１９」とは
　急な病気やけがをした時に、救急車を呼んだほうがいいのか、今

すぐ病院を受診したほうがいいのかなど迷った際の相談窓口とし

て、専門家から電話で以下のアドバイスを受けることができます。

● 救急相談（緊急性の有無、応急手当の方法、受診手段など）

● 適切な病院を案内（適切な診療科目及び病院の案内）

～ ご利用方法 ～
#７１１９に電話をすると、音声ガイダンスが流れます。

「1」　を押すと、医療機関案内の窓口（オペレーター）に、

「2」　を押すと、救急相談の窓口（看護師）に繋がります。

救急車は限りある資源です
　現在、救急車の出動件数は年々増加しており、そのうち約半数は、入院を必要としない軽症

の方々です。「病院までの交通手段がない」、「今日は入院予定日だから」などと安易に救急車を

呼ぶ人が増えると、本当に救急車が必要な人のところに救急車が到着するのが遅れ、救える命

が救えなくなる可能性があります。

　ぜひ、 #７１１９ を活用して頂き、救急車の適正利用をお願いします。

　みなさまのご理解とご協力をよろしくお願いします！
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住
警
器
で
、
命
、
財
産
を
守
る

　
火
災
件
数
の
約
３
割
が
住
宅
火
災
で
す
が
死
者
の

割
合
は
住
宅
火
災
が
７
割
と
半
数
以
上
を
占
め
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
主
に
深
夜
の
就
寝
時
間
帯
に
火
災

の
発
生
に
気
が
付
か
ず
、
招
い
て
し
ま
っ
た
惨
事
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災
を
早
期
に
発
見
す

る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
逃
げ
遅
れ
や
延
焼
拡
大
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

適
正
な
設
置
と
維
持
管
理

共
同
住
宅
に
戸
別
訪
問
を
実
施
中

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
義
務
と
な
る
場
所
は
寝
室
で
す
。

左
の
グ
ラ
フ
で
も
分
か
る
よ
う
に
、
死
者
数
の
割
合
は
深
夜
帯
が

一
番
高
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
就
寝
中
が
多
く
気
付
き
に
く
い

た
め
「
逃
げ
遅
れ
」
に
よ
り
死
亡
す
る
ケ
ー
ス
が
大
半
を
占
め
ま

す
。「
逃
げ
遅
れ
」
を
防
ぐ
た
め
寝
室
に
設
置
す
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

家
の
中
か
ら
防
火
対
策

　
防
炎
物
品
は
決
し
て
燃
え
な
い
わ
け

で
は
な
く
燃
え
に
く
い
も
の
で
す
。
ま

ず
は
、
ご
自
宅
の
防
火
対
策
を
見
直
し

ま
し
ょ
う
。
コ
ン
セ
ン
ト
プ
ラ
グ
に
埃

は
溜
ま
っ
て
い
な
い
か
、
た
こ
足
配
線

を
し
て
い
な
い
か
な
ど
日
常
の
中
に
も

火
災
の
恐
れ
が
潜
ん
で
い
ま
す
。
火
災

は
不
意
に
起
こ
る
も
の
で
す
。
も
し
も

の
た
め
に
防
炎
製
品
が
推
奨
さ
れ
ま
す
。

　
昨
年
か
ら
筑
紫
野
市
・
太
宰
府
市
の
共
同
住
宅
に
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
調
査
及
び
設
置
促
進
の
た
め
戸
別
訪
問
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
消
防
職
員
に
よ
る
販
売
、
業
者
斡
旋
等
は
一
切
行
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。
全
国
で
は
詐
欺
も
発
生
し
て
い
る
た
め
ご
注
意
下
さ
い
。

警報器を既に設置して頂いているご

家庭で１０年が経過している機器は

ありませんか？電池切れや経年劣化

が考えられます。まずは点検を！

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
消
防
署
ま
で
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

筑
紫
野
消
防
署(

℡
０
９
２
・
９
２
４
・
５
０
３
５)

太
宰
府
消
防
署(

℡
０
９
２
・
９
２
４
・
４
１
１
９)

公益財団法人日本防炎協会より引用

総務省消防庁より引用 (Ｈ２９年中統計 )総務省消防庁より引用 (H27～ 29年統計 )

総務省消防庁、日本火災報知器工業会より引用

死
者
数
が
約
４
割
減
少

損
害
額
が
約
５
割
減
少

未
設
置
住
宅
は

　
　
早
急
な
設
置
を
！

住宅用火災警報器を設置してますか？

もしも火災となったら・・防炎製品の備え

設
置
は

義
務
で
す
！
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★
防
火
管
理
講
習

　
甲
種
防
火
管
理(

新
規)

講
習　
消
防
本
部
主
催

　
　
第
１
回
目　
令
和
元
年
７
月
10
日 (

水)

11
日 (

木)

　
　
　
　
　
　
　

(

受
付
開
始
日
６
月
10
日
か
ら)

　
　
第
２
回
目　
令
和
元
年
９
月
７
日 (

土)

８
日 (

日)

　
　
　
　
　
　
　

(

受
付
開
始
日
８
月
７
日
か
ら) 

　
　
講
習
会
場　
筑
紫
野
太
宰
府
消
防
本
部　
定
員　
70
名

　
乙
種
防
火
管
理
講
習　
消
防
本
部
主
催

　
　
期
日　
令
和
元
年
８
月
17
日 (

土)

　
　
　
　
　

(

受
付
開
始
日
７
月
17
日
か
ら)

　
　
講
習
会
場　
筑
紫
野
太
宰
府
消
防
本
部　
定
員　
70
名

　
甲
種
防
火
管
理(

再)

講
習　
消
防
本
部
主
催

　
　
期
日　
令
和
元
年
７
月
26
日 (

金)

　
　
　
　
　

(

受
付
開
始
日
６
月
26
日
か
ら)

　
　
講
習
会
場　
筑
紫
野
太
宰
府
消
防
本
部　
定
員　
70
名

★
危
険
物
取
扱
者
試
験

　
第
１
回
危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会(

乙
種
４
類)

　
　
期
日　
令
和
元
年
６
月
８
日 (

土)

　
　
講
習
会
場　
筑
紫
野
太
宰
府
消
防
本
部

　
第
２
回
危
険
物
取
扱
者
試
験(

全
種
類)

　
　
期
日　
令
和
元
年
10
月
27
日 (

日)

　
　
講
習
会
場　
福
岡
地
区
会
場　
九
州
産
業
大
学

★
救
命
講
習

　
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
・
Ⅱ(

上
級
救
命
講
習
再
講
習
を
含
む)

　
　
第
１
回
目　
令
和
元
年
６
月
29
日 (

土)

　
　
第
２
回
目　
令
和
元
年
７
月
27
日 (

土)

　
　
第
３
回
目　
令
和
元
年
８
月
24
日 (

土)

　
　
講
習
会
場　
筑
紫
野
太
宰
府
消
防
本
部　
定
員　
30
名

　
上
級
救
命
講
習

　
　
期
日　
令
和
元
年
９
月
21
日 (

土)

　
　
講
習
会
場　
筑
紫
野
太
宰
府
消
防
本
部　
定
員　
30
名

　
パ
パ
と
マ
マ
の
た
め
応
急
手
当

　
　
期
日　
令
和
元
年
10
月
19
日 (

土)

　
　
講
習
会
場　
筑
紫
野
太
宰
府
消
防
本
部　
定
員　
各
15
家
族

　
ｅ
ー
ラ
ー
ニ
ン
グ
対
応
普
通
救
講
習
Ⅰ(

普
通
救
命
講
習
Ⅰ
・
Ⅱ
再
講
習
含
む)

　
　
期
日　
奇
数
月
の
第
２
土
曜
日 (

１
月
の
み
最
終
土
曜
日)

　
　
講
習
会
場　
筑
紫
野
太
宰
府
消
防
本
部　
定
員　
30
名

●
平
成
30
年
度
情
報
公
開
条
例
及
び
個
人
情
報
保
護
条
例
の
運
用
状
況

　
　
情
報
公
開
条
例
に
基
づ
く
も
の

　
〇
公
開
請
求
受
理
件
数
・
・
・
3
件

　
〇
公
開
承
諾
件
数
・
・
・
3
件

　
　
個
人
情
報
保
護
条
例
に
基
づ
く
も
の

　
〇
開
示
請
求
件
数
・
・
・
2
件

　
〇
開
示
件
数(
部
分
開
示)

・
・
・
２
件

お

知

ら

せ

　
平
成
31
年
３
月
３
日
（
日
）
に
、
筑
紫
野
市
農
業

者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
春
の
火
災

予
防
運
動
に
伴
い
、
少
年
剣
道
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
火
災
の
発
生
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
参
加
者

相
互
の
親
睦
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
31
年
３
月
１
日
（
金
）
に
、
火
災
予
防
を
直

接
市
民
等
に
広
く
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
重
大
な
消

防
法
令
違
反
が
あ
る
防
火
対
象
物
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
て
公
表
す
る
「
違
反
対
象
物
の
公
表
制
度
」
に
つ

い
て
の
周
知
啓
発
を
行
い
、
火
災
予
防
思
想
の
一
層

の
普
及
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
し
た
。

　
平
成
31
年
３
月
５
日
（
火
）
に
、
社
会
福
祉
協
議

会
職
員
と
女
性
消
防
団
員
と
と
も
に
高
齢
者
宅
を
訪

問
し
、
一
般
財
団
法
人
全
国
消
防
機
器
協
会
か
ら
無

償
配
布
さ
れ
た
住
宅
用
火
災
警
報
器
等
の
配
布
、
設

置
を
実
施
し
ま
し
た
。
指
摘
事
項
と
し
て
、
火
災
の

発
生
危
険
が
高
い
台
所
の
換
気
扇
及
び
フ
ィ
ル
タ
ー

の
清
掃
、
火
気
使
用
設
備
と
可
燃
物
の
保
安
距
離
確

保
の
指
導
を
行
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

　
今
後
も
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
更
な
る
普
及
促
進

を
図
り
、
市
民
の
皆
様
の
住
宅
防
火
に
対
す
る
意
識

の
高
揚
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

団
体
戦
の
部

優
勝　
　
山
口
剣
友
会
Ａ

準
優
勝　
太
宰
府
振
武
会
Ａ

３
位　
　
原
田
剣
心
会
Ａ

３
位　
　
御
笠
剣
友
会
Ａ

個
人
戦
の
部

小
学
生
女
子
低
学
年
の
部　
渡わ
た
邊な
べ　
さ
み
な　
原
田
剣
心
会

小
学
生
女
子
高
学
年
の
部　
吉よ
し
村む
ら　

華か

楓え
で　

　
山
口
剣
友
会

中
学
生
女
子
の
部　
　
　
　
梶か

じ
原わ
ら　
三み

奈な　
　
原
田
剣
心
会

小
学
２
年
生
以
下
の
部　
　
白し
ら
井い　
里り

歩ほ　

   

原
田
剣
心
会

小
学
３
年
生
の
部　
　
　
　
荒あ
ら
瀬せ　
毅き

道ど
う　
　
山
口
剣
友
会

小
学
４
年
生
の
部　
　
　
　
山や
ま
田だ　
暖は
る
真ま　
　
原
田
剣
心
会

小
学
５
年
生
の
部　
　
　
　
白し
ら
井い　
仁じ
ん　
　
　
原
田
剣
心
会

小
学
６
年
生
の
部　
　
　
　
河か
わ
鍋な
べ　
拓た
く
真ま　
　
原
田
剣
心
会

中
学
１
年
生
の
部　
　
　
　
平ひ
ら
野の　
煌こ
う
喜き　
　
原
田
剣
心
会

中
学
２
年
生
の
部　
　
　
　
宮み
や
野の　
竜り
ゅ
う
誠せ
い　
　
太
宰
府
振
武
会

第
41
回
火
災
予
防
少
年
剣
道
大
会

春
季
火
災
予
防
運
動
に
伴
う

街
頭
広
報
を
実
施
し
ま
し
た
。

高
齢
者
世
帯
へ
の
防
火
訪
問
を

実
施
し
ま
し
た
。

西鉄都府楼前駅

ＪＲ二日市駅
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【
消
防
広
報
】

令
和
元
年
６
月
１
日
発
行

発
行
日
 年
2
回（
6
月
・
1
2
月
）

発
行
　
筑
紫
野
太
宰
府
消
防
本
部
　
編
集
　
広
報
班

〒
8
1
8
-0
0
8
4
　

福
岡
県
筑
紫
野
市
針
摺
西
一
丁
目
1番
1号
    

T
E
L
 0
9
2
-9
2
4
-5
0
3
4

　平成３０年８月２８日（火）田中浩喜さんは、太
宰府市通古賀４丁目付近（鷺田川）を歩いていたと
ころ、川に転落している女性を発見。約３ｍの壁を
滑り降り、川の中にいた傷病者を砂地まで引き上げ
て救助しました。発見、救助が遅れれば命を失いか
ねない状況であったと思われます。この勇敢な行動
によって人命が救われたことに対し感謝状を授与し
ました。

 平成３１年４月１０日（水）に福岡県田川郡添田町オークホー
ル（そえだ公民館）にて第４２回福岡県消防職員意見発表会
が行われ、筑紫野太宰府消防本部から横尾成副士長が出
場しました。意見発表会とは「消防防災に関するもの」をテー
マに福岡県内の消防本部より選出された代表者が５分以内
で弁論を行い競うものです。横尾副士長は「届け！ご当地救命
ビデオ」という題目の発表を行いました。正しい応急手当の方
法を皆さんにわかりやすく伝えたいという内容で発表を行い、
努力賞を受賞しました。

　平成３０年８月１３日（月）筑紫野市吉木付近で、川原
孝之さんが倒れているのを通りがかった有久隆仁さん、
藤木英人さんが発見。傷病者の状態を適切に判断し、迅
速に１１９番通報。指令員の指示により傷病者を体位変
換し、気道確保等を実施しました。また、牛島地区住民の
協力により早期に身元が判明し病院での迅速な処置に
繋がりました。迅速な通報と適切な処置、牛島地区住民
の方々の協力に敬意を表し、感謝状を授与しました。川
原孝之さんは無事に社会復帰され、表彰式に出席し感謝
の気持ちを伝えました。

　平成３０年１０月２日(火)筑紫野市塔原東三丁目付
近のスポーツジムにてトレーニング中であった２９
歳男性がルームランナーを使用中に卒倒しました。
その場に居合わせた石内中敏さん、星原正博さん、
四田真博さんの３名が早期の認識と通報、胸骨圧迫
とＡＥＤによる電気ショックを実施。救急隊が傷病
者に接触した際には心拍再開していました。勇気を
持って行動した３名の迅速かつ適切な処置に対し、
感謝状を授与しました。

検索筑紫野太宰府消防本部

署長表彰
筑紫野消防署

署長表彰
太宰府消防署

署長表彰
筑紫野消防署

新車両紹介～新しく入った仲間を紹介
します～

高規格救急車　

（配置場所　太宰府消防署）

水槽付き消防ポンプ自動車

（配置場所　太宰府消防署東出張所）

救急５号車 ６３号車

第４２回福岡県消防職員意見発表会

かわはら

た なか ひろ き

よこ　お あきら

たかゆき

ふじ き えい と

ありひさりゅうと

ほしはら まさひろいしうちあとむ

よつ だ まさひろ

有久 隆仁さん
ありひさ りゅうと

藤木 英人さん
ふじ き　　えい　と

川原 孝之さん
かわはら　たかゆき

田中 浩喜さん
た なか　ひろき

四田 真博さん
よつ　だ　まさひろ

石内 中敏さん
いしうち　あとむ

星原 正博さん
ほしはら　まさひろ牛島区長　

梅津 国興さん
うめ つ　くにおき
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